
校名

校長名

出席者(学校）
奥谷彰男(校長)、伊藤倫隆(教頭)、赤岸孝紀(事務長)、
本村眞章、相澤　崇、安田正彦、藤塚雅弘

傍聴者 0人

議題等(次第順）

１　開会宣言（教頭）
２　開会挨拶（校長）
３　会長・副会長選出（教頭）
４　会長挨拶
５　参加者自己紹介
６　「学校運営協議会要項｣ならびに｢学校運営協議会傍聴に関する要領｣の承認（教頭）
７　本校の現状と課題（校長、主席より　資料に沿って説明）
　　①「平成31年度（令和元年度）学校経営計画および学校評価（案）」について
　　②「平成31年度学校経営推進費採用」について
　　③本年度の各分掌の取り組みについて
　　④令和元年度第１回授業アンケート(１年生)および第1回学校教育自己診断(生徒用)について
　　⑤平成30年度進学実績について
８　質疑応答、協議
９　閉会挨拶（校長）
10　閉会宣言（教頭）

協議資料

冊子資料
　第1回学校運営協議会次第／委員名簿ならびに本校出席者一覧
　学校運営協議会　実施要項
　学校運営協議会傍聴に関する要領
　平成31年度（令和元年度）学校経営計画および学校評価（案）
　学校経営推進費　事業計画書および予算配当申請書
　各分掌の取り組み
　令和元年度第１回授業アンケート（１年生）および第1回学校教育自己診断（生徒用）
　2019年度入試の入試合格状況
別資料
　教志コース年間予定
　教志コース講義、実地実習の生徒の感想分抜粋
　北高リーフレット
　北高NOW（学校便り）

備考

府立高槻北高等学校　１階　校長室

出席者(委員）

開催場所

米津俊司会長、本村康哲委員、小澤康信委員、中村利久子委員

柏原泰和委員、山口育男委員

学校運営協議会  議事録

府立高槻北高等学校

　奥谷　彰男

開催日時 令和元年6月24日（水）16:00～17:30



日時

会場

次回の会議日程 

令和元年１１月　　日（　　）16：00～ 　　　(後日日程調整を行う)

府立高槻北高等学校　１階　校長室

協議内容・承認事項等（意見の概要）

　④令和元年度第１回授業アンケート（１年生）および第1回学校教育自己診断（生徒用）について
　　本村首席が資料７に基づき説明を行った。

　⑤平成30年度進学実績について
　　相澤首席が資料8に基づき、文科省の方針による大学入試の合格者数の厳格化に伴う一般入
　　試の状況等について説明を行った。
　　・文科省の方針として大学の合格者数の定員の厳格化がどのような状況にあるのか詳しく知りたい（小澤）。
　　・大学としては、一般入試の合格者数が定員の１．１倍を超えると補助金を削減される問題が
　　あるため、回避措置として推薦入試の合格者数をふやしている（本村）。
　　・大学入試の合格状況については非常に重要な問題であるため、保護者会での説明等はより
　　具体的な説明が必要である（米津）。
　　→大学の一般入試合格者数の厳格化に伴い、一般入試への不安感が増し大半の生徒および保護者
　　が推薦入試受験への流れができている。
　　その流れを受けて３年生の担任へは、生徒に丁重な実情説明を行い、一般入試への挑戦を継続
　　するよう指導をお願いしている。

　⑥その他
　　・何のための大学進学なのか、大学のあり方等について意見交換がなされた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

３　会長・副会長の選出について
　　会長に米津俊司委員、副会長に山口育男委員が選出された。

６　学校運営協議会要項｣ならびに｢学校運営協議会傍聴に関する要領｣の承認について
　　学校運営協議会要項｣ならびに｢学校運営協議会傍聴に関する要領｣を確認し承認された。
　
７・８　本校の現状と課題および質疑応答ならびに協議について
　　伊藤教頭が司会を勤め、議事進行を行った。

　①「平成31年度（令和元年度）学校経営計画および学校評価（案）」
　　奥谷校長が資料４に基づき説明を行った。
　　・７年目を迎える教志コースの成果の検証と今後の課題について意見を伺いたい（米津）。
　　→今年度より、教志コースの授業の受講形式をグループ化し、グループワークが行いやすいよう
　　変更するなど、さまざまな改革に取り組んでいる。

　②「令和元年度学校経営推進費採用」について
　　奥谷校長がパワーポイントで概要の説明を行い、本村首席が資料５に基づき補足説明を行った。
　　・家庭学習の時間を確保するにあたり、スマホを活用する取組みおよび今後の効果等について
　　注目していきたい（小澤）。
　　・タブレットの導入に伴い、授業内容の改善にICT化は活用できるが、家庭学習時間の確保にどのような方策を
　　考えているのか（中村）。
　　→Googleクラスルーム（サービス）を利用し、スマホによる課題の出題と提出に活用し家庭学習
　　時間の確保に繋げていきたい。
　　・今後のシステムの構築と取組みについて、何らかの協力をしていきたい（本村）。
　
　③本年度の各分掌の取り組みについて
　　本村首席が資料６に基づき分掌ごとに要約の説明を行った。
　　・遅刻する生徒への指導の取組みはどうか（山口）。
　　→３回以上遅刻した生徒には、月末の放課後に担任団が丁重な指導を行い、翌週から１週間の
　　早朝登校を指示している。
　　・若手教員の育成の取組みについて伺いたい（山口）。
　　→若手教員とベテラン教員とが自主的に意見交換の場を設けている。


